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[研究背景] 金属ホウ化物系は、磁性や超伝導など興味深い物性を示すことから注目されてきた。

また、最近の研究によってボライド化合物によっては大きなゼーベック係数と比較的低い熱

伝導率を持つことが明らかになってきた。そのため、熱電変換材料として有望であると考え

られている。しかし、さらなる熱電性能指数 ZTの向上のためには熱伝導率を抑制する必要が

ある。本研究では、特異的な層状構造を有するボライド化合物 PrRh4.8B2に注目し、その層間

方向の熱伝導率を測定した。 

[実験方法] PrRh4.8B2 単結晶は溶融金属フラックス法により合成した[1]。得られた結晶をガラス

基板に固定した後、スパッタ法により厚さ 100 nm の Pt 薄膜を試料表面に蒸着した。表面垂

直方向(層間方向)の熱伝導率を時間領域サーモリフレクタンス(time-domain theremoreflectance、

TD-TR)法により測定した。TD-TR測定装置はピコサーム社製 PicoTRを用いた。 

[実験結果] PrRh4.8B2単結晶表面より得られたサーモリフレクタンス信号を Fig. 1 に示す。鏡像法

による解析の結果、熱伝導率は 1.39 W/(m・K)と

求められた。この値は、過去に報告された層状構

造を持つボライド化合物 AlB2 および-TmAlB4 

[2] と比較して極めて小さい。この熱伝導率の抑

制は、特異的な結晶構造に由来すると考えられる。

すなわち、この化合物は、PrRh3B2 層のブロック

に Rh 層が挿入されたような構造を取っており、

透過電子顕微鏡像から、Rh 層においてランダム

に位置した原子欠損が存在することが示唆されてい

る。この Rh欠陥がフォノンを効率よく散乱し、フォ

ノン伝導を抑制していると考えられる。 
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FFFig. 1 Thermoreflectance signal from 

PrRh4.8B2. 
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